
 

 

横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイ配備に関する 

横田基地周辺市町基地対策連絡会コメント 

 

○ 本日、外務省北米局 鈴木参事官及び防衛省北関東防衛局 渡邉局長が横田

飛行場の所在する５市１町を訪問され、米国政府が、２０２１年（平成３３年）

までに、計１０機のＣＶ－２２オスプレイを横田基地に配備し、そのうち最初

の３機を２０１７年（平成２９年）の後半に配備するとの説明を受けました。 

○ ＣＶ－２２オスプレイについては、地元自治体や周辺住民に対する十分な説

明責任を果たすことなく、横田飛行場への配備を行うことがないよう国や米軍

に対し、再三にわたる要請を行ってきたにもかかわらず、このような突然の申

し入れについては誠に遺憾であります。 

○ これまで、横田飛行場に関する共通の諸問題につきましては、横田飛行場の

所在する５市１町で構成される横田基地周辺市町基地対策連絡会を設置し、連

携して対応してまいりました。 

○ このため、この度の横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関する対

応につきましても、今後、周辺市町と協議し、対応してまいりたいと考えてお

ります。 

 

○ いずれにいたしましても、詳細については、改めて説明に来るとのことであ

り、その説明を伺ってまいりたいと考えております。 
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